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２
月
３
日
、
別
府
市
内
ホ
テ
ル

で
、
商
工
会
長
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
研
修
会
で
は
、
２
名
の
経
営

指
導
員
が
経
営
革
新
支
援
事
例
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
東
市
商
工
会 

経
営
指
導
員 
津

留
和
光 

氏
は
、
合
名
会
社 

青
木
本

店
の
「
ウ
レ
タ
ン
接
着
機
導
入
に
よ

る
新
分
野
の
開
拓
」
に
つ
い
て
、「
七

島
藺
を
使
っ
た
畳
の
製
造
が
主
体
で

あ
っ
た
が
、
需
要
が
減
少
す
る
中
、

七
島
藺
を
活
か
し
草
履
の
製
造
を
開

始
。
ウ
レ
タ
ン
接
着
は
外
注
し
て
い

た
が
、
も
の
づ
く
り
補
助
金
を
活
用

し
て
内
製
化
を
実
現
し
た
。
県
内
に

は
他
に
な
い
装
置
で
あ
る
こ
と
か
ら

経
営
革
新
の
申
請
を
支
援
し
た
。
今

後
は
自
社
製
品
の
販
路
拡
大
と
ウ
レ

タ
ン
接
着
の
受
注
拡
大
と
い
っ
た
支

援
を
継
続
し
て
行
う
。」
と
発
表
し

ま
し
た
。

　

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会 

経
営
指

導
員 

髙
山
紀
生 

氏
は
、
蒲
江
生
し

い
た
け
生
産
グ
ル
ー
プ
の
「
ハ
ー
ト

し
い
た
け
の
展
開
に
よ
る
椎
茸
需
要

の
喚
起
と
、
生
産
農
家
と
の
共
存
共

栄
」
に
つ
い
て
、「
商
工
会
を
脱
会

し
た
い
と
い
う
の
が
始
め
の
相
談

だ
っ
た
。
し
か
し
、
な
に
か
メ
リ
ッ

ト
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
で
対
応
し
た
。
そ
の
結
果
、
商
標

登
録
、
商
談
会
出
展
、
持
続
化
補
助

金
の
採
択
、
経
営
革
新
の
承
認
の
支

援
に
繋
が
っ
た
。
今
後
も
販
路
開
拓

を
主
体
に
伴
走
型
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。」
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会
の

海
老
原
事
務
局
長
か
ら
、「
経
営
発

達
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。
海
老
原
事
務
局
長
は
、

「
小
規
模
基
本
法
お
よ
び
改
正
支
援

法
の
成
立
に
よ
り
、
小
規
模
事
業
者

に
対
す
る
支
援
は
手
厚
く
な
る
が
、

当
然
に
商
工
会
の
責
務
も
重
く
な

る
。
全
て
の
商
工
会
が
経
営
発
達
支

援
計
画
の
認
定
を
受
け
、
全
て
の
小

規
模
事
業
者
に
支
援
施
策
が
届
く
体

制
を
整
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
県

市
町
村
に
対
す
る
小
規
模
企
業
振
興

条
例
制
定
の
要
望
も
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

大
分
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会

（
後
藤
政
子
会
長
）
は
、
１
月
28

日
、
大
分
市
で
「
商
工
女
性
の
主
張

発
表
県
大
会
」
並
び
に
「
女
性
部
員

全
体
研
修
会
」
を
開
催
し
、
県
内
か

ら
約
１
４
０
名
の
女
性
部
員
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
県
大
会
で
は
、
県
内
３

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
が
発
表
し
、

「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち

づ
く
り
～
人
を
つ
な
ぐ
〝
花
と
ス

コ
ッ
プ
〟
～
」
と
題
し
て
発
表
し

た
、
九
重
町
商
工
会
女
性
部
の
日
野

由
紀
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
日
野
さ
ん
は
７
月
に
熊
本

市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会
の
県
代

表
者
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
全
体
研
修
会
で
は
、

「
笑
顔
の
お
す
そ
わ
け
」
と
題
し

て
、
宮
崎
県
川
南
町
商
工
会
女
性
部

長
の
三
原
明
美
さ
ん
よ
り
女
性
部
活

動
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
女
性
部
活
動
の
ひ
と
つ
、

「
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｂ
」
（
三
原
部
長
ほ
か
部

員
５
名
）
の
ス
テ
ー
ジ
も
披
露
し
て

頂
き
、
会
場
内
は
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
同
じ
女
性
部
の
活
発
な
活
動
を
知

る
こ
と
が
出
来
大
変
良
か
っ
た
」

「
大
変
楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な

楽
し
い
講
演
は
初
め
て
で
し
た
。
出

席
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」
と
い
う

意
見
を
頂
き
、
有
意
義
な
研
修
会
を

実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

津留指導員

髙山指導員

左から小野京子さん（佐伯市番匠）、日野由紀子
さん（九重町）、河野美枝子さん（宇佐両院 )

全国連　海老原事務局長

川南町商工会女性部の皆さん



おんせん県おおいたおもてなしサポーター募集中！

経営革新
承認事例

　大分県では、本年７月から

９月にかけて全国からの誘客

を図る国内最大級の観光キャ

ンペーン「おんせん県おおい

たデスティネーションキャン

ペーン」が開催されます。

キャンペーン開催に合わせ、

期間中に大分県を訪れるお客

様を温かくおもてなしするため、「おんせん県おおいたおもてなしサポーター」を県民の皆様から募集します。

　おもてなしサポーターに登録いただいた方には、笑顔であいさつ、観光列車への手振りなど簡単なおもてなし

に取り組んでいただき、お客様の満足度向上を目指します。

　おもてなしサポーターは、個人、団体のどちらでも登録が可能です。登録を希望される方は、下記の専用ホー

ムページ、または県庁・市町村役場、ＪＲ駅等に設置している「おもてなしサポーター登録申込書」でお申し込

みください。

　皆様のご応募をお待ちしています。

【申し込み・問い合わせ】

　　おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン実行委員会事務局

　　〒870－8501　大分県大分市大手町３－１－１　大分県観光・地域振興課内

　　ＴＥＬ：０９７－５０６－２１６２　ＦＡＸ：０９７－５０６－１７２９

　　Ｈ　Ｐ：http：//www.onsenkenoita-dc.jp/
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　商工会の方とこれからの事業についてお話をした際に「経営革新を受けてみませ

んか？」との提案から現実に基づいた事業計画を立てることができました。お茶農

家としてお茶の生産拡大以外でお茶の収益を上げていく事を計画していました。茶

葉の後加工を行うことで様々なお茶を作る事ができます。ハーブと緑茶の「花緑茶」、

数年たった荒茶を特殊な方法で焙煎加工した「熟成ほうじ茶」、無農薬一筋の茶葉

を手摘み手揉みの製法で丹念に製茶した「蜜香紅茶」は、蜜の様な甘い香りのする

プレミアムな紅茶です。量産できないプレミアムなお茶を是非お試し下さい。

代表者のコメント

会社名：蛍茶園　Tenjiku
所在地：大分県中津市耶馬溪町大字金吉3713
電　話：0979-56-2161
Ｈ　Ｐ：http://www.tenjiku.in/

　

中
津
市
耶
馬
溪
町
の
蛍
茶
園Tenjiku

は
、
平
成
22
年
神
奈
川
県
川
崎
市
で
創
業

し
、
東
京
近
郊
で
耶
馬
溪
の
お
茶
・
味
噌
・

柚
子
こ
し
ょ
う
な
ど
の
販
売
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
後
、
故
郷
の
耶
馬
渓
町
へ
戻
り

実
家
の
茶
園
を
継
ぎ
、
平
成
25
年
7
月
に

お
茶
や
和
菓
子
、
か
き
氷
な
ど
を
提
供
す

る
「
和
・
カ
フ
ェ
蛍
茶
園
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
特
に
こ
だ
わ
り
の
か
き
氷
は
、

テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
県
内

を
は
じ
め
九
州
各
県
か
ら
多
く
の
方
が
来

店
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、当
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
自

然
と
和
と
創
作
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
商
品

開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
主
力
商
品
で

あ
る
煎
茶
だ
け
で
は
、
限
界
を
感
じ
、
消

費
拡
大
策
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
当
社
の
強
み
で
あ
る
有
機
肥
料
を
主
体

と
し
た
自
然
農
法
で
作
っ
た
こ
だ
わ
り
の

お
茶
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か

ら
「
熟
成
ほ
う
じ
茶
・
蜜
香
紅
茶
」
を

中
心
と
し
た
新
商
品
を
開
発
し
販
売
す
る

取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
地
元
耶

馬
溪
の
様
々
な
商
品
を
開
発
し
販
路
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

『
熟
成
ほ
う
じ
茶
・
蜜
香
紅
茶
を
中
心
に
し
た

新
商
品
の
製
造
・
販
売
』

井上　真也さん 花緑茶

蜜香紅茶



中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

応
援
す
る
「
国
の
補
助
事
業
」

平
成
26
年
度
補
正
予
算
・
平
成
27
年
度
予
算
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
者
向
け
の

補
助
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

応
援
す
る
「
国
の
補
助
事
業
」 ➍

商工連だより

補助金活用事例のご紹介
　　　　「補助金」ってよく聞くけど…

　　　　補助金で何ができるの？　　どんな補助金があるの？

　

　小規模事業者持続化補助金　　　　　商工会採択実績125件

Ａ商店

　長年この地域で商売をしており、地域の方々は当店の商品を知って

いると思っていましたので、今まで新聞折り込みのチラシなどはした

事がありませんでした。商工会の方からの「地域の方でもまだ御社が

これだけの商品を扱っている事を知らない方はいますよ」「費用の３

分の２が補助してもらえるせっかくの機会なので、新聞折り込みで地

域の方にお知らせしてみませんか」という勧めもあり、今回チャレン

ジしてみました。

　実は、あまり期待していなかったのですが、新規のお客様から多数

ご連絡を頂き、長年営業してきて地域の方全員に知られているわけで

はない事を実感しました。

　創業・第二創業促進補助金　　 　　　商工会採択実績37件

Ｂ商店

　後継者として、親の事業を手伝っているのですが、以前からいつか

は自分自身で事業を始めてみたいという思いをずっと持っていまし

た。

　今回２００万円まで補助して頂けるという話を聞き、せっかくの機

会なので新規創業にチャレンジしてみました。

　事業を起こして軌道にのせるのはなかなか大変だという事を実感す

る日々ではありますが、せっかくのチャンスを生かすべく、日々奮闘

中です！

　

　ものづくり補助金　　　　　　　　　　  商工会採択実績11件

Ｃ工業所

　以前から新商品開発の構想を温めていたのですが、大規模な設備投

資が必要なため、躊躇していました。

　今回、１千万円という大きな額の補助金を頂いたことで、設備投資

が現実のものとなり、大きな可能性を持つ新たな分野の商品開発に着

手することができました。

　また、申請書を作る段階で、販売計画等の数値計画も明確になり、

金融機関に説明しても理解していただけるような計画が策定できたこ

とも大きなメリットでした。
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主
な
補
助
事
業

小
規
模
事
業
者

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

持
続
化
補
助
金

小
規
模
事
業
者
が
商
工
会
と
一
体
と
な
っ
て
、
販
路
開
拓
の
た
め
に
取
り
組
む
費
用
（
チ

ラ
シ
作
成
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
商
談
会
へ
の
参
加
、
店
舗
改
装
等
）
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
　
　
　

三
分
の
二

補
助
上
限
額
　

五
十
万
円
、
百
万
円
（
雇
用
対
策
、
買
い
物
弱
者
対
策
）

　
　
　
　
　
　

五
百
万
円
（
複
数
の
事
業
者
が
連
携
し
て
取
り
組
む
共
同
事
業
）
50
万
／
社

募
集
期
間
（
予
定
）
　
　

平
成
27
年
２
月
26
日
～
　

一
次
締
切
り
　

３
月
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
次
締
切
り
　

５
月
26
日

◆
創
業
促
進
補
助
金

・
新
た
な
需
要
を
創
造
す
る
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
創
業
者
へ
店
舗
借
入
費
や
設
備

等
の
創
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
　
　
　

三
分
の
二

補
助
上
限
額
　

二
百
万
円

・
事
業
継
承
を
契
機
と
し
て
既
存
事
業
を
廃
業
し
、
新
分
野
に
挑
戦
す
る
等
の
第
二
創
業
者
に

対
し
て
人
件
費
や
設
備
等
、
廃
業
コ
ス
ト
等
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
　
　
　

三
分
の
二

補
助
上
限
額
　

一
千
万
円

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
補
助
金

も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新
補
助
金

・
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
や
販
売
方
法
の
導
入
、
試
作
品
・
新
商
品
の
開
発
等
事
業
革
新
に
取
り

組
む
費
用
等
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
　
　
　

三
分
の
二

補
助
上
限
額
　

一
千
万
円
（
一
般
型
）
～
七
百
万
円
（
コ
ン
パ
ク
ト
型
）

・
複
数
社
が
共
同
体
で
行
う
設
備
投
資
な
ど
の
支
援
（
追
加
）

　

補
助
上
限
額
　

共
同
体
で
五
千
万
円
（
五
百
万
円
／
社
）

　

募
集
期
間
　
　

平
成
27
年
２
月
13
日
～
５
月
８
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
一
次
公
募
は
、
６
月
中
を
目
処
に
採
択
を
行
う
予
定
で
す
。

そ
の
他
の
補
助
事
業

◆
消
費
税
転
嫁
対
策
事
業

消
費
税
の
円
滑
な
転
嫁
に
向
け
、
中
小
企
業
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
相
談
窓
口
の
設
置
や

専
門
家
派
遣
な
ど
を
通
じ
た
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
ま
た
改
正
内
容
に
つ

い
て
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
の
講
習
会
の
開
催
を
行
い
ま
す
。

◆
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
事
業

最
新
モ
デ
ル
の
省
エ
ネ
機
器
・
設
備
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

ま
た
、
工
場
・
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
等
の
省
エ
ネ
に
資
す
る
設
備
の
更
新
、
改
善
に
か
か
る
費
用

に
も
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
率
　
　
　

二
分
の
一

◆
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
事
業

・
地
域
資
源
活
用
や
事
業
者
連
携
に
よ
り
行
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
試
作
品
開
発
費
用
を
補
助

し
ま
す
。
　

　

補
助
率
　
　
　

三
分
の
二
　
　
　

補
助
上
限
額
　

五
百
万
円

・
小
売
事
業
者
が
製
造
業
者
と
連
携
し
て
「
ふ
る
さ
と
名
物
」
な
ど
消
費
者
の
嗜
好
の
把
握
や

特
徴
を
活
か
し
た
販
路
開
拓
に
取
組
む
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
率
　
　
　

三
分
の
二
（
大
企
業
は
二
分
の
一
）
補
助
上
限
額
　

一
千
万
円

・
複
数
の
事
業
者
が
、
「
ふ
る
さ
と
名
物
」
な
ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た
め
の
取
組
費
用
を
補

助
し
ま
す
。

　

補
助
率
　
　
　

三
分
の
二
　
　
　

補
助
上
限
額
　

二
千
万
円

・
地
域
資
源
を
海
外
展
開
さ
せ
る
た
め
、
国
内
外
の
専
門
家
な
ど
を
活
用
し
て
行
う
、
も
の
づ

く
り
、
食
、
観
光
等
の
地
域
資
源
の
発
掘
や
、
海
外
向
け
商
品
の
開
発
な
ど
の
取
組
を
支
援

し
ま
す
。

　
　

※
ふ
る
さ
と
名
物
に
つ
い
て
は
、
「
地
域
住
民
生
活

等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
」
に
よ
る
「
ふ
る

さ
と
名
物
商
品
券
」
を
活
用
し
て
消
費
を
喚
起
し

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
も
引
き
続
き
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
を
応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
金
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
や
期
間
等
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
商
工
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



➏

お知らせ

制度の内容やご相談は
　　　　最寄りの商工会まで

制度の運営機関：
　　　独立行政法人中小企業基盤整備機構
　　　ＴＥＬ：０５０－５５４１－７１７１



（日本商工会議所と共催）

➐

お知らせ

平成27年度 　各種検定試験の日程
実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間

１～９・10級 第177回 ６月21日（第３日曜） ４月16日～５月22日
１～９・10級 第178回 ９月20日（第３日曜） ７月16日～８月21日
１～９・10級 第179回 11月15日（第３日曜） ９月10日～10月16日
１～９・10級 第180回 平成28年２月21日（第３日曜） 12月17日～平成28年１月22日

全国商工会
　珠算検定

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間
３級 第76回 ７月11日（第２土曜） ５月25日～６月19日
２級 第43回 ９月26日（第４土曜） ８月10日～９月４日
１級 第43回

平成28年２月17日（第３水曜） 12月14日～平成28年１月22日２級 第44回
３級 第77回

販売士検定

実 施 級 回 試　　験　　日 募　集　期　間
３級 ー 12月４日（第１金曜） 10月５日～11月６日

全国商工会
　簿記検定

平成27年度 前期技能検定試験のお知らせ
　技能検定は、働く人達

の持っている技能を一定

の基準により検定し、こ

れを公証する技能の国家

検定制度です。この制度

は、昭和34年から実施さ

れており、大分県では平

成26年前期までに全職種

において43,922名が合格

しそれぞれの分野で活躍

しております。

　試験は、毎年１回行い、

特級、１級及び単一等級

の合格者には厚生労働大

臣名、２級及び３級の合

格者には都道府県知事名

の合格証が交付され「技

能士」と称することがで

きます。

　また、他の国家試験や

免許等に対して、それぞ

れの職種において各種の

特典が与えられています。

申請書受付期間 平成27年４月６日～平成27年４月17日まで

実技試験問題公表 平成27年５月27日

実技試験実施期間 平成27年６月３日～平成27年９月８日まで

学科試験実施日
平成27年７月19日　　　平成27年８月23日
平成27年８月30日　　　平成27年９月６日

合 格 発 表 日 平成27年10月２日　　　※３級のみ平成27年８月28日

技能検定実施職種
（予　　定）

【１・２級】　 34 職種 54 作業
園芸装飾、造園、機械加工（普通旋盤、数値制御旋盤、フライス盤、数値制御フライス盤、平面研削盤、
円筒研削盤、マシニングセンタ）、放電加工（数値制御形彫り放電加工、ワイヤ放電加工）、鉄工（製缶、
構造物鉄工）、建築板金（内外装板金、ダクト板金）、工場板金（曲げ板金、打出し板金）、仕上げ（治工具
仕上げ、金型仕上げ、機械組立仕上げ）、電子機器組立て、電気機器組立て（配電盤・制御盤組立て）、光
学機器製造（光学ガラス研磨作業）、建設機械整備、婦人子供服製造（婦人子供注文服製作）、家具製作、
建具製作、印刷、プラスチック成形（射出成形）、強化プラスチック成形（手積み積層成形）、石材施工（石
張り）、とび、左官、築炉、ブロック建築、タイル張り、畳製作、防水施工（ウレタンゴム系塗膜防水工事、
アクリルゴム系塗膜防水工事、セメント系防水工事、シーリング防水工事、ＦＲＰ防水工事）、内装仕上げ
施工（プラスチック系床仕上げ工事、鋼製下地工事、ボード仕上げ工事）、熱絶縁施工、サッシ施工、化学
分析、表装（表具、壁装）、塗装（建築塗装、金属塗装）、広告美術仕上げ（広告面粘着シート仕上げ）、フ

ラワー装飾

　　　　
【単一等級】　２職種２作業
路面標示施工（溶融ペイントハンドマーカー工事）、塗料調色

【３級】　　　９職種 12 作業
園芸装飾、造園、機械加工（普通旋盤、数値制御旋盤、フライス盤、マシニングセンタ）、仕上げ（機械組

立仕上げ）、機械検査、電子機器組立て、建築大工、とび、フラワー装飾

申 請 書 及 び
受験案内備付け場所

大分県職業能力開発協会、大分県雇用・人材育成課、各地域・職種技能士会、市町村役場商工担当課（各

支所）、各商工会議所、各商工会、各高等技術専門校、（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構、大分職業訓

練支援センター（ポリテク大分）、各振興局地域振興部、建設業協会各支部、各業界の組合連合会等

申請書受付場所 大分県職業能力開発協会　〒870-1141　大分市大字下宗方字古川1035番地１　
　ＴＥＬ　０９７－５４２－３６５１　ＦＡＸ　０９７－５４２－０９９６　
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絶
対
に
妥
協
し
な
い
　

頑
固
一
徹
の
板
前
が
創
り
あ
げ
た
味

 　

日
出
の
逸
品
「
城
下
か
れ
い
味
噌
」

　

江
戸
時
代
か
ら
希
少
な
魚
で
美
味
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
珍
重
さ
れ
、
庶
民
が
食
べ

る
事
が
禁
止
さ
れ
た
高
級
魚
、
別
名
「
殿
様
魚
」
と
も
よ
ば
れ
、
将
軍
家
へ
の
献
上

品
と
さ
れ
て
い
た
城
下
か
れ
い
、
今
で
は
日
出
町
の
顔
と
も
言
え
る
代
表
的
な
魚
で

す
。

　

美
食
家
と
し
て
知
ら
れ
る
木
下
兼
次
郎
氏
は
著
書
『
続
・
美
味
求
真
』
の
中
で
、

「
こ
の
魚
の
特
徴
は
、
肉
質
や
わ
ら
か
く
色
が
純
白
で
、
少
し
の
生
く
さ
さ
も
無
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
刺
身
に
す
れ
ば
光
沢
が
あ
っ
て
青
水
晶
の
ご
と
く
、
香
味
優

逸
に
し
て
確
か
に
魚
介
の
首
位
に
推
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
賞
賛
し
て
い
ま
す

　

そ
の
城
下
か
れ
い
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
日
出
の
新
し
い
名
物
と
な
っ
た
の
が
幸

喜
屋
謹
製
「
城
下
か
れ
い
味
噌
」
で
す
。

　

「
城
下
か
れ
い
味
噌
」
は
今
か
ら
35
年
前
に
誕
生
し
ま
し
た
。

　

幸
喜
屋
の
先
代
社
長
が
、
板
前
と
し
て
の
誇
り
を
か
け
、
改
良
に
改
良
を
重
ね
長

い
年
月
を
か
け
て
創
り
あ
げ
た
自
慢
の
逸
品
で
す
。

　

骨
抜
き
し
た
か
れ
い
の
身
を
蒸
し
そ
ぼ
ろ
に
し
て
、
椎
茸
、
山
椒
等
が
入
っ
た
店

秘
伝
の
味
噌
を
練
り
合
わ
せ
た
こ
の
逸
品
は
、
平
成
11
年
の
「
全
国
む
ら
お
こ
し
物

産
展
」
に
出
品
さ
れ
、
見
事
、
中
小
企
業
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組
「
は
な
ま
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
人
気
コ
ー
ナ
ー
「
お

と
り
よ
せ
漫
遊
記
」 

で
も
紹
介
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

城
下
か
れ
い
の
味
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
生

ま
れ
た
「
城
下
か
れ
い
味
噌
」
は
、
日
出
町
至
高
の
逸
品
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
召
し

あ
が
り
く
だ
さ
い
。

　

※
お
召
し
あ
が
り
方

暖
か
い
ご
飯
に
乗
せ
て
お
召
し
あ
が
り
く
だ
さ
い
。
お
茶
を
か
け
お
茶
漬
け
に

し
ま
す
と
さ
ら
に
美
味
し
く
召
し
あ
が
れ
ま
す
。
お
む
す
び
や
お
酒
の
友
と
し

て
も
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
七
年
三
月
一
日 

発
行
／
発
行
所
　

大
分
県
商
工
会
連
合
会
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分
市
金
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三
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目
一
―
六
四
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五
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四
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